
－’
風
服
部
正
さ
ん
を
励
ま
す
会

話題のひろぱ

＜Ⅱ＞

０
‐
２
１
１

２
年
前
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
、
死
線
を

さ
ま
よ
う
激
烈
な
闘
病
生
活
を
送
り
苦

し
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
耐
え
、

待
望
の
退
院
も
間
近
に
な
っ
た
神
戸
芸

術
文
化
会
議
議
長
、
松
陰
女
子
学
院
大

学
教
授
の
服
部
正
先
生
を
励
ま
す
会
が

９
月
型
日
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
平
安
の
間

で
開
か
れ
た
。

こ
の
日
は
先
生
の
闘
病
を
献
身
的
に

看
護
し
つ
づ
け
共
に
苦
難
を
乗
り
越
え

て
き
た
清
美
夫
人
の
第
４
回
目
の
個
展

の
御
祝
い
で
も
あ
り
、
御
夫
妻
に
と
っ

て
は
二
重
の
御
祝
い
と
な
っ
た
。

つ
め
か
け
た
伽
名
の
参
列
者
が
手
に

手
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
待
ち

受
け
る
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
車
椅
子
に

座
っ
て
清
美
夫
人
と
共
に
入
場
さ
れ
る

先
生
の
本
当
に
嬉
し
そ
う
な
お
顔
、
お

元
気
な
様
子
に
一
同
感
激
。

こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
実
現
に
多
大
の

ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
コ
ナ
ミ
エ
業
㈱

の
上
月
景
正
会
長
の
御
祝
い
の
言
葉
に

つ
づ
い
て
マ
イ
ク
を
握
っ
た
服
部
正
先

生
は
２
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
一
気
に
埋

め
る
よ
う
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら

病
を
通
じ
て
の
ご
自
分
の
死
生
感
を
熱

弁
。浦

山
弘
三
、
岡
田
征
士
郎
両
先
生
の

歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
続
い
て
、
最
後
は

清
美
先
生
の
リ
ー
ド
で
全
員
合
唱
。
嬉

し
い
閉
幕
と
な
っ
た
。

（
島
田
誠
・
海
文
堂
書
店
社
長
）

元気になられた服部正さん同多くの人の励ましを受けて新たな人生のスタートを切る。（右が清美夫人）

退
院
も
間
近
と
な
り

参
加
者
も
感
激
／

●
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厘
緯

i 埋霊9

話題のひろば
｡

＜Ⅲ＞

ロ
ド
イ
ッ
統
一
記
念
を
祝
う
パ
ー
テ
ィ
ー

新
ド
イ
ツ
と
神
戸
は

一
層
深
く
交
流
を

１
１２１
１

『

十
月
三
日
、
神
戸
市
立
相
楽
園
会
館

に
お
い
て
ド
イ
ツ
統
一
の
日
を
記
念
し

て
、
「
ド
イ
ツ
統
一
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
」

が
開
催
さ
れ
た
。

四
○
○
名
以
上
が
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー

に
出
席
し
、
関
西
在
住
の
ド
イ
ツ
人
は

も
ち
ろ
ん
、
愛
知
県
以
西
沖
縄
県
ま
で

の
ド
イ
ツ
人
が
出
席
。
ま
た
、
宮
崎
辰

雄
前
神
戸
市
長
を
は
じ
め
、
三
露
嘉
郎

兵
庫
県
副
知
事
、
中
川
和
雄
大
阪
府
副

知
事
、
関
西
経
済
連
合
会
の
大
角
専
務

理
事
な
ど
各
界
の
ト
ッ
プ
が
出
席
さ
れ

た
。
会
場
で
は
、
ド
イ
ツ
と
は
ゆ
か
り

の
深
い
、
神
戸
在
住
の
指
揮
者
、
朝
比

奈
隆
氏
の
姿
も
み
う
け
ら
れ
た
。

笹
山
神
戸
市
長
は
、
「
神
戸
は
長
く

我
が
国
に
お
け
る
日
独
交
流
の
拠
点
の

ひ
と
つ
と
し
て
両
国
の
親
善
、
協
力
関

係
の
発
展
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
今

日
両
国
は
平
和
で
豊
か
な
国
際
社
会
を

築
く
上
で
大
き
な
責
任
を
も
っ
て
い
ま

す
。
今
後
お
互
い
に
協
力
し
、
協
調
し

て
い
く
姿
勢
を
増
し
て
い
く
と
思
い
ま

す
」
。
と
お
祝
い
の
言
葉
を
の
べ
た
。

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
総
領
事
の
エ
ー

バ
ハ
Ｉ
ド
・
バ
ウ
マ
ン
氏
が
、
「
新
し
い

ド
イ
ツ
国
家
は
緊
張
状
態
の
産
物
に
な

る
の
で
は
な
く
緊
張
が
解
け
た
結
果
で

あ
り
た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
ソ
連
な
ど
、
世
界
の
国
々
と
う

ま
く
調
和
を
と
り
な
が
ら
、
新
し
い
国

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

し
た
後
、
全
員
で
ド
イ
ッ
ワ
イ
ン
で
乾

杯
し
統
一
の
Ｈ
を
祝
っ
た
。

右上はドイツ統一を記念して乾杯するバウマン氏と笹山市長左上は宮崎前神戸市長を囲んで
右下パーティー風景左下は挨拶をのべるバウマン氏

郡q f 唖

凸

蓋ｉ
ｈ画眠ＷＦ

蕊

蕊灘
鰯

雷

詞Ｉ
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町

１
１２２
１

口
第
側
回
井
植
文
化
賞
表
彰
式

今
年
は

国
際
色
豊
か
に

如
月
過
日
、
財
団
法
人
井
植
記
念
会

（
井
植
貞
雄
理
事
長
）
主
催
の
「
第
哩

回
井
植
文
化
賞
」
の
表
彰
式
が
、
井
植

記
念
館
（
神
戸
市
垂
水
区
）
で
行
わ
れ

た
。

こ
の
賞
は
、
三
洋
電
機
㈱
の
創
設

者
、
故
・
井
植
歳
男
氏
の
私
財
を
も
と

に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
毎
年
、
文
化

芸
術
、
科
学
技
術
、
社
会
福
祉
、
地
域

活
動
、
報
道
出
版
、
国
際
交
流
の
六
部

門
に
わ
た
っ
て
個
人
あ
る
い
は
団
体
が

顕
彰
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
受
賞
者
は
、
菅
沼
潤
氏
（
演

出
家
ｌ
文
化
芸
術
）
、
安
田
武
司
氏
（
神

戸
大
学
農
学
部
助
教
授
ｌ
科
学
技
術
）
、

神
戸
い
の
ち
の
電
話
（
社
会
福
祉
）
、

松
島
興
治
郎
氏
（
豊
岡
市
教
育
委
員
会

コ
ウ
ノ
ト
リ
飼
育
員
ｌ
地
域
活
動
）
、

神
戸
新
聞
社
「
火
輪
の
海
」
取
材
ス
タ

ッ
フ
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
「
メ
ダ
ル

は
笑
顔
に
輝
い
た
」
（
報
道
出
版
）
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
ハ
ウ
ス
ア
ン
ド
イ
ン
フ
オ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
国
際
交
流
）

の
三
個
人
四
団
体
。

井
植
理
事
長
は
、
こ
れ
ま
で
に
閉
個

人
・
団
体
が
受
賞
し
た
こ
と
に
触
れ
、

賞
が
高
く
評
価
さ
れ
て
来
た
と
挨
拶
。

ま
た
受
賞
者
代
表
と
し
て
、
熱
帯
有
用

植
物
学
に
取
り
組
む
安
田
さ
ん
は
、
「
今

後
も
都
市
と
緑
の
問
題
に
取
り
組
み
、

地
域
社
会
と
関
っ
て
行
き
た
い
」
と
、

受
賞
を
機
と
し
て
、
さ
ら
な
る
意
気
込

み
を
披
露
。
表
彰
式
の
あ
と
、
祝
賀
の

パ
ー
テ
ィ
ー
が
も
た
れ
た
、

Ｐ

＜Ⅳ＞

( 上）井植文化髄表彰式（挨拶をする井植理享長）（下）受賞者の皆さん

話題のひろば
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蕊皿必

「タンポポの鳴き。草上」工藤雅子・作
（油絵）二紀会同人

“自由に飛びまわるタンポポの架（わた）
を追っかけていると、おとぎの国に吸いこ
まれそうな気になって……”夢とロマンを
求めて、今日も描きつづける私です。

（柿沼産婦人科に展示1 1 ／ユー1 1 ／3 0 ）

菖柿沼産婦人科
☆健保適用産婦人科｡ 内科( 女性専科）

阪神芦屋駅北へ１分・芦屋警察署東隣り
官（0 7 9 7）3 1 - 1 2 3 4（ＦＡＸ兼用）

当G A I m R Yに掲戟ご希望の方は月刊神戸っ子まで御連絡下さい。

醗溌;』

○|、S皿lETSlElLlEd~'○|、！
時の流れがやさしく蝿｡

目まぐるしく過ぎてゆく時をO F F にして

親しい人と語り合ったり､ ひとりの時間を楽しんだり

コニハイムは心うるおう時間を､ やさしく華やかに演
たくさんのスウィートをセレクトしました。

この冬はあなたの大切な人に

｡

出すそ５

ちょっと賛沢な心の時間､ さしあげてみませんか。

コーハイZ 』
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私
が
ワ
イ
ン
を
飲
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
今
か
ら
ほ

ぼ
加
年
前
ｌ
ち
蝶
う
ど
、
日
本
で
ワ
イ
ン
が
ぼ
つ
ぼ
つ

と
飲
ま
れ
だ
し
た
頃
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
一
般
的

に
は
余
り
浸
透
し
て
い
な
く
て
、
一
部
の
人
が
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
で
飲
ん
で
い
る
程
度
だ
っ
た
と
思
う
。
最
初
の
頃

は
、
よ
く
ご
存
じ
の
方
に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
飲
ん
で
い

た
。
こ
れ
が
美
味
し
い
と
か
い
う
よ
り
も
、
口
当
り
が
よ

く
て
飲
み
や
す
い
も
の
を
選
ん
で
い
た
だ
い
て
い
た
よ
う

だ
。
そ
の
頃
は
、
ワ
イ
ン
を
飲
む
と
い
う
こ
と
が
、
殊
更

に
楽
し
か
っ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
昭
和
配
年
頃
、
同
好
の
士
が
集
ま
っ
て
八
神

戸
ワ
イ
ン
サ
ロ
ン
Ｖ
を
結
成
し
て
、
あ
ろ
う
こ
と
か
こ
の

私
が
会
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

断
っ
て
お
く
が
冠
私
は
決
し
て
、
ワ
イ
ン
に
関
し
て
多

く
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
と
か
、
味
や
銘
柄
に
は
う
る
さ

い
と
か
、
そ
う
い
う
類
い
の
人
間
で
は
な
い
。
ワ
イ
ン
も

好
き
だ
が
、
日
本
酒
も
ビ
ー
ル
も
、
同
じ
よ
う
に
好
き
な

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
思
議
な
も
の
で
、
そ
れ
以
来
、

そ
れ
が
私
の
最
大
の
愉
し
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

神
戸
ワ
イ
ン
サ
ロ
ン
の
会
合
は
、
毎
月
の
下
旬
に
開
か

１
１２４
１

■
ラ
イ
ン
を
語
る

神
戸
ワ
イ
ン
サ
ロ
ン
の
こ
と長

島
隆

勺

れ
る
。
現
在
、
会
員
の
数
は
妬
名
で
定
着
し
て
い
る
。
会

合
に
は
大
体
い
つ
も
別
名
く
ら
い
が
集
ま
り
、
ワ
イ
ン
談

義
に
花
が
咲
く
。
会
員
の
職
業
も
、
教
授
、
公
務
員
、
画

家
、
文
化
人
な
ど
実
に
様
々
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
話
題
を
提
供
し
て
下
さ
る
。

長
年
ワ
イ
ン
に
親
し
ん
で
こ
ら
れ
た
方
ば
か
り
な
の
で

味
に
は
、
か
な
り
う
る
さ
い
方
が
多
い
。
好
み
の
産
地
に

よ
っ
て
大
ま
か
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
み
る
と
、
フ
ラ
ン

ス
派
、
ド
イ
ツ
派
、
ア
メ
リ
カ
派
ｌ
と
い
っ
た
具
合
に

一
種
の
派
閥
の
ご
と
き
趣
き
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
（
フ

ラ
ン
ス
派
な
ら
フ
ラ
ン
ス
の
ワ
イ
ン
が
）
一
番
だ
と
信
じ

て
い
る
か
ら
、
時
に
は
大
論
争
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ

る
。
議
論
し
て
い
る
本
人
は
大
い
に
真
面
目
で
あ
る
し
、

傍
ら
で
見
て
い
る
我
々
も
、
そ
れ
が
結
構
面
白
か
つ
た
り

す
る
の
で
あ
る
。

時
に
は
思
わ
ぬ
拾
い
も
の
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え

ば
、
料
理
研
究
家
で
も
あ
り
、
ご
自
身
が
料
理
人
で
も
あ

る
奥
村
彪
生
さ
ん
に
、
持
参
の
材
料
で
〃
ワ
イ
ン
に
合
う

日
本
料
理
〃
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
ワ
イ

ン
に
日
本
料
理
が
…
…
と
半
信
半
疑
だ
っ
た
私
た
ち
も
、

八
㈱
六
甲
牧
場
会
長
Ｖ
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鍵

１
１２５
１

サッj l H p ど再〃株式今裁○
塑雛照ﾗｲﾌを通讃し封

盈御itm
w 1 n e
spritzer

～

Ｑ
》
ク
レ
ア
の
赤
ワ

ド
ー
シ
テ
冷
や

オ
イ
シ
イ
の
？

メルシヤンワイン･ スブリッツァー
ワインのおいしさとほんのり甘くさっぱりとした
飲みごたえです。上品で爽やかな香りが特長の
「おしゃれ」な低アルコール飲料です。アルコー
ル分５％、きいちご・マスカット・カシスの３; 匝、
２００師J ･ 缶入り。希望小売価柊2 0 0 円

蕊識

かる－い、やさしい、酔いごこち⑥

食
べ
て
み
て
、
な
る
ほ
ど
、
と
思

っ
た
。
こ
れ
は
、
不
思
議
で
も
何

で
も
な
い
。
日
本
料
理
と
ワ
イ

ン
、
そ
れ
ぞ
れ
の
味
に
通
じ
て
い

る
奥
村
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た

こ
と
で
あ
る
。
我
々
で
は
、
こ

う
は
い
か
な
い
。
さ
す
が
だ
と
思

っ
た
。ワ

イ
ン
と
い
う
も
の
は
、
い
く

ら
上
質
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
料

理
と
合
わ
な
け
れ
ば
、
い
い
ワ
イ

ン
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
上
手

に
〃
結
婚
″
さ
せ
る
の
が
、
料
理

人
の
腕
で
あ
り
セ
ン
ス
で
あ
る
と

思
う
。ｌ

こ
の
よ
う
に
、
神
戸
ワ
イ

ン
サ
ロ
ン
に
参
加
す
る
限
り
、
次

は
誰
が
ど
ん
な
興
味
深
い
話
を
聴

か
せ
て
く
れ
る
か
、
ど
ん
な
こ
と

を
や
っ
て
く
れ
る
か
と
、
私
の
愉

し
み
は
尽
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
会
合
で
試
飲
し
た

ワ
イ
ン
は
、
お
よ
そ
伽
種
類
以
上

に
も
上
る
。
そ
こ
で
仲
間
達
と
ワ

イ
ン
を
囲
ん
で
楽
し
め
る
ひ
と
時

は
、
何
に
も
代
え
難
い
よ
う
に
思

え
る
。
し
て
み
れ
ば
こ
の
私
も
、

相
当
の
ワ
イ
ン
党
と
言
え
る
の
か

も
し
れ
な
い
。八

聞
き
書
き
・
藤
岡
Ｖ

ＰＯＬＡＩＲＥ翰望小売価桁( i h i E w税込み）

CLEA鵜難，

鷲

f蕊鱗欝
欝
議
議
欝
欝鵜

イ
ン
は
噂
患
翰
増
息

ボ
レ
ー
ル
ワ
イ
ン
’
四
画
旧
園
型

飲
酒
は
加
畿
を
過
ぎ
て
か
ら
。

冷
や
し
て
サ
ワ
ヤ
カ
。
新
し
い
赤
ワ
イ
ン
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Ｌ

③神戸ファッションデザインコンテスト＆神戸ファッシ
ョンクリエイターズ・ファッションショー

☆11月1 4日（水）
会場田崎ホール･ エスパメディア
入場料無料・要申込問い合わせ2 2 1 - 4 1 2 1
主催神戸市、神戸商工会議所、神戸新聞社

ｔ､厩

箪
雛蕊

ＩＨＦ』蕊
辻内恵子
1 9 5 6 年、兵叩県生まれ。
現在、エルジェンヌプラ
ンドのチーフデザイナー

侭W 画？

泊 三枝子山下博子
1 9 5 5 年、鹿児島県生まれ1 9 6 0 年、兵I I E 県生まれ。
現在、イズムグループ㈱現在、スチェッソブラン
バイオ覗業部チーフデザドのデザイナー。
イナー。

禦山勝真珠
代表取締役山本泉

神戸市中央区山本通２丁目５－３
ＴＥＬ（0 7 8 ）2 3 1 - 0 0 5 1

株式会社神港ドレス

代表取締役荒津正美

神戸市灘区大和町３丁目１－１３
句ＥＬ（0 7 8 ）8 5 1 - 0 0 3 5

ヘルムト・ラングプロフィール
1 9 5 6 年、オーストリアのウィーン生
まれ。1 9 7 9 年、クチユールのアトリ
エをオープン。1 9 8 9 年、パリコレク
ションでデザイナーランキング世界
４位

冒毒雪雲 蕊

：爵
ベータ－佐藤プロフィール

1 9 4 5 年生まれ。東京アドデザイナー
ズを経て、1 9 7 1 年、イラストレータ
ーとして独立。８６年にペーターズ･
ショップ｡ アンド･ ギャラリーを閲く。

パリーシューズエ業所

代表者清谷泰夫

神戸市長、区細田町３丁目１－２０
ＴＥＬ（0 7 8）6 9 1 - 2 7 ‘iエ

株式会社ワールド

代表取締役社長畑崎辰敏

神戸市中央区港島中町６丁目８－１
ＴＥＬ（0 7 8 ）3 0 2 - 3 1 1 1

マドンナグループ

代表取締役社長清水善之

神戸市中央区小野柄通６丁目１－９
ＴＥＬ（0 7 8 ）2 5 1 - 6 7 6 1

Ｋ・ＦｃＭ

会長藤本ハルミ

神戸市中央区山本通２丁目１３
クチュールマーガレット
ＴＥＬ（0 7 8 ）2 4 2 - 5 6 9 0

婦 人帽子

マキシン

代表取締役社長渡辺浩康
神戸市中央区北長狭通２丁目６－１３

ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 1 - 6 7 1 1

；株式会社シャルドン

代表取締役大久保静江

神戸市中央区琴ノ緒町４丁目１０－６
ＴＥＬ（0 7 8）2 2 2 - 7 4 1 0
ＦＡＸ（0 7 8 ）2 2 2 - 7 2 6 7

＜順不同＞
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鱗鑑識

ＫＦＦ' 9 ０

§
》

②神戸ファッションフェスティバル
1 1月1 6日（金）～1 1月1 8日（日）
☆1 1 月1 6 日１９：００ＫＦＦ前夜祭
ＫＯＢＥファッションパーティー' ９０
＜ウインナーワルツの夕べ＞
会場神戸ポートピアホテル＜大輪田の間＞
主催神戸ファッションパーティー実行委員会
今一般公募にて抽選でご招待

☆11月17日（土）１６：００／１８：Ｏ０
ＨＥＬＭＵＴＬＡＮＧ' 9 1 春夏コレクション
会場アシックスアトリウム
協賛トーアレディース、アシックス
入場料5 , 0 0 0 円
☆11月18日（日）１５：００／１７：００
，９１春夏コレクション６人のクリエイターとペーター
佐藤十伊東タケシ
会場アシックスアトリウム
協賛アシックス、アバン、イズム、ヴプレン、オ

ールスタイル、ジャヴア、ワールド
入場料5 , 0 0 0 円

伊東タケシプロフィール
1 9 5 4 年、福岡県生まれ。1 9 7 8 年「ラ
ッキーサマー･ レディ」でプロデピュ
ーを飾る。以降１１年間、Ｔスクェア
のオリジナルメンバーとして活遜中。

, 鰐黙

ヤ

127

ツキーサマー･レディ｣でプロデピユ1 9 8 8 年、㈱アパン入社。1 9 7 9 年、㈱ヴアレン入社現在、ロートレアモンブ

溌盤司趨灘
フオル
ドの千

アトリエ・トキコ

代表高橋泉

西宮市塩淑町窮塩1 0 4 7
T・ＥＬ（0797）61-0137

クチュールアトリエ

ーヲz)２－ﾉ《ご"zｚ
石原暁美
芦屋市大桝町１－１５
ＴＥＬ（0 7 9 7）3 1 - 1 7 9 0

モードﾒ ｲ ﾄ ﾐ ﾁ ｺ

服飾デザｲﾅ粟藤井美智子主

神戸市東灘区本山北町５丁目1 3 - 1 1
ＴＥＬ（0 7 8 〕4 3 1 . . 8 0 5 1

学校法人田中千代学園
田中千代服飾専門学校
珂事長
学校長 田中千代

芦屋市大原町2 1 - 1 5
ＴＥＬ（0797）31-0601㈹
ＦＡＸ（0 7 9 7）2 2 - 1 5 4 8

学 校法人欲田学園
神戸服装専門学校

学校長米谷玲子
神戸市誕区永手町２丁目３－１７
ＴＥＬ（07 8）8 5 1 - . 3 9 4 7

学 校法人福富学園
神戸文化短期大学

神戸ファッション専門学校
鴬量福富芳美
神戸市中央区国呑通６丁目７
ＴＥＬ（0 7 8）2 4 1 - 8 6 1 1

株式会社
メンズハウスグループ

代表取締役中村元明

神戸市中央区三宮町１丁目８－１－１１６
ＴＥＬ（0 7 8）3 3 1 - 3 9 1 5

株式会社フタハト

] 端役社長赤崎孝胴

神戸市長｢ １１区西尻池町１丁n ３－２６
ＴＥＬ（0 7 8 ）６１１３８１１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



▲

一
人
暮
ら
し
の
病
弱
な
お
年
寄
り
や
、
一
人
で
生
活
を

し
て
い
る
重
度
身
体
障
害
者
に
と
っ
て
は
、
自
分
一
人
つ

き
り
の
時
に
急
病
に
な
っ
た
り
事
故
に
あ
っ
た
り
、
火
災

な
ど
の
時
に
ど
う
や
っ
て
助
け
を
求
め
た
ら
よ
い
か
と
い

う
こ
と
が
一
番
気
が
か
り
な
事
だ
ろ
う
。
高
齢
化
が
す
す

む
と
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
は
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
し
、
そ
ん
な
人
た
ち
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
考
え
出
さ
れ
た
の
が
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
「
ケ
ア
ラ
イ
ン
ー
１
９
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
が
ペ
ン
ダ
ン
ト

式
の
無
線
発
信
機
を
常
時
携
帯
し
て
い
て
、
い
ざ
と
い
う

時
に
ペ
ン
ダ
ン
ト
式
発
信
機
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
無
線

受
信
機
を
通
し
て
通
報
用
電
話
機
が
自
動
的
に
作
動
し
、

消
防
局
へ
の
連
絡
が
届
く
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
東
京
で
昭
和
五
十
九
年
四

月
に
開
始
さ
れ
、
現
在
全
国
の
約
百
カ
所
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。神

戸
市
で
は
昨
年
十
二
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
の
二

月
か
ら
活
動
を
始
め
て
い
る
。
昨
年
度
は
百
人
に
機
器
を

Ｋ
Ｏ
Ｂ

神
戸
を
福
祉
の
街
に
〈
小
〉

″
ケ
ア
ラ
イ
ン
ー
１
９
〃
始
動
中

ｌ
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

り

ザ

ロ

橋
本
明

く
嘩
函
礎
卦
蓉
窪
誌
譲
〉
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鍵貸
与
し
、
今
年
度
は
九
百
人
を
募
集
。
来
年
度
は
千
人
を

募
っ
て
三
年
計
画
で
二
千
個
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

利
用
で
き
る
対
象
者
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
や
一
人
暮
ら
し
の
重
度
身
体
障
害
者
で
緊
急

事
態
に
機
敏
に
行
動
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
、
一
人
暮
ら

し
で
突
発
的
に
生
命
に
危
険
な
病
状
の
発
生
す
る
持
病
の

あ
る
人
、
ま
た
お
年
寄
り
だ
け
の
世
帯
で
夫
婦
の
一
方
が

以
上
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
人
、
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
他
に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
る

近
所
の
協
力
者
が
二
名
必
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
消

防
局
に
利
用
者
か
ら
連
絡
が
入
っ
た
時
に
、
ま
ず
近
所
の

協
力
者
へ
消
防
局
か
ら
通
報
し
、
事
故
の
状
況
や
ケ
ガ
人
、

病
人
の
状
況
を
つ
か
ん
で
も
ら
い
、
応
急
処
置
を
し
て
も

ら
っ
た
り
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
付
き
添
っ

た
り
近
所
の
人
と
協
力
し
て
助
け
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ

と
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

今
年
の
九
月
末
ま
で
の
市
内
の
機
器
の
設
置
数
は
五
百

十
五
カ
所
で
、
内
訳
を
見
る
と
、
一
人
暮
ら
し
の
病
弱
の

お
年
寄
り
で
緊
急
事
態
に
対
応
の
困
難
な
人
が
三
百
十
一

蕊溌議篭響･ 酎嘩

Ｆ
１
Ｋ
Ⅱ
〜
Ⅱ
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上、緊急通報用電話機
右下、無線受信機
左下、ペンダント式の無線発信機

い
う
時
、
頼
り
に
な
る
の
は
や
は
り
「
遠
く
の
親
戚
よ
り

も
近
く
の
他
人
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
ケ
ァ
ラ
イ
ン
ー
１
９
」
の
取
材
に
消
防
局
を
訪

ね
た
時
、
予
防
課
の
演
田
諭
さ
ん
に
受
信
セ
ン
タ
ー
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
利
用
者
の

情
報
は
す
べ
て
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
さ
れ
て
お
り
、
二
十
四

時
間
年
中
無
休
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
演

田
さ
ん
が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
見
せ
て
下
さ

っ
て
い
る
と
ち
ょ
う
ど
通
報
が
入
っ
た
。
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
ど
う
し
た
の
？
」
と
演
田
さ
ん
が
問
い
か
け
る
と

「
あ
の
Ｉ
、
猫
が
押
し
ま
し
た
ん
や
」
。
卓
上
の
緊
急
通

準
報
電
話
機
に
も
つ
い
て
い
る
非
常
ボ
タ
ン
を
猫
が
踏
ん
づ

詮
け
た
の
だ
っ
た
。
八
月
に
も
、
通
報
が
入
っ
た
家
に
逆
信

職帳
し
た
が
応
答
が
な
い
た
め
救
急
車
と
近
隣
協
力
者
が
そ
の

子
謡
家
に
か
け
つ
け
、
救
急
隊
員
が
ベ
ラ
ン
ダ
よ
り
中
に
入
る

醗
言
と
留
守
番
を
し
て
い
た
猫
が
電
話
機
の
非
常
ボ
タ
ン
の
上

ム
明卜醗

で
眠
っ
て
い
た
、
と
い
う
実
話
が
あ
る
。

》
鑑
「
ケ
ア
ラ
イ
ン
ー
１
９
」
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

シ
に』蔀

い
ろ
ん
な
試
行
錯
誤
や
経
験
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
核
家

奉
毒
鱈
族
の
中
で
孤
立
し
た
お
年
寄
り
た
ち
の
命
綱
と
し
て
の
心

星
浪
碓
強
い
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。１

２
１
９

人
で
一
番
多
い
。
男
女
別
で
は
女
性
が
四
百
十
人
と
圧
倒

的
に
多
い
。
最
年
長
は
九
十
九
歳
で
最
年
少
は
二
十
八

歳
、
平
均
年
齢
は
七
十
七
歳
と
な
っ
て
い
る
。

消
防
局
の
受
信
セ
ン
タ
ー
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
受
信
し

た
内
容
を
見
る
と
、
緊
急
の
た
め
搬
送
し
た
の
が
十
三
件
、

う
っ
か
り
発
信
機
を
押
し
て
し
ま
っ
た
の
が
二
十
九
件
、

テ
ス
ト
の
た
め
三
十
七
件
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
し
ま

っ
た
の
が
四
十
三
件
、
相
談
や
話
相
手
の
た
め
に
押
し
た

と
い
う
の
も
十
二
件
あ
る
。
（
九
月
末
現
在
）

で
は
緊
急
の
た
め
に
実
際
に
救
急
車
で
搬
送
し
た
の
は

ど
ん
な
ケ
ー
ス
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

半
身
不
随
で
車
イ
ス
を
利
用
し
て
い
る
お
年
寄
り
が
自

宅
で
転
倒
し
、
後
頭
部
挫
創
（
七
十
六
歳
男
）
。
自
宅
の

洋
式
ト
イ
レ
で
腰
痛
の
た
め
動
け
な
く
な
っ
た
（
七
十
八

歳
女
）
。
就
寝
中
両
足
に
し
び
れ
を
訴
え
、
脳
梗
塞
の
疑

い
が
あ
っ
た
も
の
（
九
十
四
歳
女
）
。
自
宅
で
転
倒
、
負

傷
（
八
十
八
歳
女
）
。
瑞
息
発
作
で
苦
し
み
だ
し
た
た
め
、

同
居
の
夫
が
通
報
（
七
十
五
歳
女
）
。
急
に
気
分
が
悪
く

な
り
頭
痛
を
訴
え
た
も
の
（
七
十
二
歳
男
）
。

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
近
隣
の
協
力
者
が
駆
け
つ
け
て
介

護
や
処
置
、
救
急
車
の
誘
導
な
ど
を
し
て
い
る
。
い
ざ
と

；
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太
っ
た
阿
弥
陀
堂

住
持
の
澄
西
は
秀
吉

を
前
に
し
て
緊
張
の

あ
ま
り
顔
が
真
っ
赤

に
な
っ
て
い
た
。
秀

吉
は
そ
れ
を
見
て

「
澄
西
の
頭
の
形
の

釜
で
湯
を
沸
か
し
た

い
・
・
・
」
こ
れ
を
聞
い

た
利
久
が
作
ら
せ
た

の
が
「
阿
弥
陀
堂

釜
」
の
誕
生
で
あ

る
。
（
善
福
寺
）

行
楽
の
シ
Ｉ
ズ
ン
到
来
。
有
馬
の
街
は
今
、

最
高
の
気
候
。
暑
く
も
な
し
。
寒
く
も
な
し
。

そ
ん
な
空
気
の
中
を
、
の
ん
び
り
と
有
馬
散
策

を
す
る
の
も
粋
な
も
の
…
と
思
っ
て
い
た
ら
、

こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
…
。
「
有
馬
歴
史
散
歩
」
。

皿
月
晦
日
Ｉ
Ⅳ
日
の
３
日
間
行
わ
れ
た
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
今
年
で
４
回
目
を
迎
え
る
そ
う
で
、

湯
の
街
に
点
在
す
る
由
緒
あ
る
寺
社
仏
閣
を
訪

一
そ
う
な
。
が
、
室
町
・
戦

国
時
代
と
戦
の
世
に
な
る

と
、
「
温
泉
に
の
ん
び
り

つ
か
っ
て
い
る
場
合
じ
ゃ

な
い
Ⅱ
」
と
い
う
わ
け

で
、
有
馬
は
急
速
に
さ
び

れ
だ
し
た
。
そ
こ
で
登
場

す
る
の
が
、
太
閤
秀
吉

殿
。
西
国
制
覇
を
目
論
む

彼
の
疲
れ
を
癒
し
た
の
が

こ
の
有
馬
の
地
で
あ
っ

た
。
殿
の
お
気
入
り
だ
っ

た
ら
し
く
、
正
式
な
文
書

だ
け
で
も
加
数
回
訪
れ
た

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
武

③

吉
公
を
偲
ん
で
、
両
千
家
が
年
毎
の
交
代
で
献

茶
す
る
供
茶
式
が
行
わ
れ
る
と
い
え
ば
、
そ
の

深
さ
の
度
合
い
も
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
、
有
馬

と
秀
吉
と
の
深
い
関
り
を
住
戦
に
話
し
て
も
ら

シ
フ
。Ｉ

た
と
え
ば
、
鎌
倉
時
代
ま
で
は
、
こ
の
湯

の
街
は
か
な
り
栄
え
て
い
た
そ
う
で
、
清
少
納

言
等
も
訪
れ
て
い
た
そ
う
な
。
が
、
室
町
・
戦

ＴＥＬ(078)904-0701㈹

座

曜蕊爵
境
内
に
あ
る
紅
梅

は
へ
花
は
あ
り
ま
に

あ
た
ご
の
こ
ぶ
し
、

ひ
が
し
み
ど
う
の
未

開
紅
へ
と
う
た
わ
れ

て
い
る
樹
令
加
年
の

老
梅
。
別
名
「
学
み

の
梅
」
と
も
。

（
林
渓
寺
）

ね
よ
う
と
い
う
、
ま
こ
と

に
風
雅
な
企
画
で
あ
る
。

な
ん
で
も
こ
の
期
間
は
各

寺
社
秘
蔵
の
文
化
財
も
展

示
さ
れ
る
と
の
こ
と
、
早

速
本
誌
編
集
部
員
も
同
行

取
材
を
…
。

今
日
は
計
６
つ
の
寺
社

を
訪
ね
る
由
、
ま
ず
は
第

１
ポ
イ
ン
ト
の
曹
洞
宗
善

福
寺
へ
・
善
福
寺
と
い
え

ば
、
豊
臣
秀
吉
と
緑
の
深

い
お
寺
。
毎
年
ｎ
月
２
日

３
日
の
有
馬
大
茶
会
に
秀

篭
篤
》』蕊 鰯

●
温泉と減芸と遊技場

有馬' ＭＬｘセン９ｒ－
ＴＥＬ(078)904-2291

鰯
鱗
職 歴

史
の
流
れ
に
身
を
ま
か
せ
…

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
が
似
合
う

有
馬
の
散
歩
は

●敏山

;鞍；

TEL(078)904-2295㈹

欽山は典雅な

１
１３０
１

雅ただようくつろぎの館

‘や｡巽端鑓
ＴＥＬ(078)904-0781

敷地内から湧きでる
日本娘古の温泉轡有鳥温泉画

会議ｾ ﾐ ﾅ ｰ から御家族づれ舞
有島ダﾗ ﾝ ドﾎ ﾗ ﾙ

ＴＥＬ(0 7 8 ) 9 0 4 - 0 1 8 1

結婚式場を完備しています

鐙伝統と椿式を誇‘
冬漸
I 詞陽間
景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹

有黒ビユーホデノレ
阪急ホテルチェーン日本風の館です

国際観光旅館
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日本最長、延々、
五キロの空中旅情。
ＴＥＬＯ７８(891)00 31

６
５
１
）
作
の
阿
弥
陀
如
は
も
一
一
と
上
品
で
不
思
議

来
像
等
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
な
口
あ
た
り
…
。

次
は
日
本
書
記
の
時
代
、
錠
識
棒
織
埴
舞
醗
湯
け
む
り
の
街
の
歴
史
は
深
い
。
派
手
好
み

貴
命
が
奉
斉
さ
れ
て
い
る
温
泉
神
社
へ
。
こ
こ
の
秀
吉
、
ス
ト
イ
ッ
ク
な
利
休
、
秀
吉
の
館
跡

ら
の
み
こ
と

は
全
国
で
も
珍
し
い
西
北
向
き
、
つ
ま
り
西
方
に
お
寺
を
作
っ
た
徳
川
家
鴨
川
に
骨
を
流
し
て

浄
土
を
向
い
た
神
社
で
あ
る
。
何
故
か
？
そ
れ
ほ
し
い
と
遺
言
し
た
親
鴬
浄
土
は
と
に
か
く
。
ハ

ラ
ダ
イ
ス
と
説
く
法
然
…
。
何
ら
か
の
形
で
有

は
、
神
が
降
り
た
っ
た
と
云
わ
れ
る
六
甲
山
の
馬
に
関
わ
り
、
有
馬
に
足
跡
を
残
し
て
い
つ

天
狗
岩
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
見
れ
ば
お
わ
か
り
た
。
そ
の
豊
富
さ
。
そ
の
重
み
。

の
ハ
ズ
．
浄
土
宗
極
楽
寺
を
経
て
、
お
向
い
の
ｌ
こ
ん
な
温
泉
め
っ
た
に
な
い
。

大
己
寅
命
・
少
彦

名
命
が
人
々
を
病
気

か
ら
守
る
為
国
々
を

旅
し
薬
草
を
捜
し
て

カ
ラ
ス

い
る
時
３
羽
の
烏
が

入
湯
（
？
）
し
て
い
る

の
を
見
て
、
こ
の
温

泉
を
発
見
。

（
湯
泉
神
社
）

ＴＥＬ(078)904-0675
ＴＥＬＥＸ５６２７= 1 1 5

蕊
浄
土
宗
念
仏
寺
へ
。
こ
こ

で
は
本
誌
で
も
よ
く
執
筆

し
て
い
た
だ
く
永
岡
住
職

の
講
話
を
伺
う
。
こ
の
念

仏
寺
、
も
と
は
秀
吉
の
温

泉
館
で
あ
っ
た
そ
う
な
。

と
こ
ろ
が
、
浄
土
宗
の
壇

家
で
あ
る
徳
川
家
が
台
頭

し
た
こ
と
に
よ
り
、
念
仏

寺
が
こ
の
場
所
に
建
て
ら

れ
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
る
。
念
仏
寺
に
は

有
名
な
沙
羅
双
樹
が
あ

る
。
朝
に
咲
き
夕
に
散
る

諸
行
無
常
の
こ
の
樹
に
花

、識瀞爵騨ｌ

当鶴

'蕊：蕊IIi蕊
霊藤縛
……雪竺＃識;w雲劉競撫鍵…、

寺
庭
に
は
平
家
物

語
で
有
名
な
沙
羅
双

樹
が
あ
り
初
夏
の

候
、
満
樹
白
花
を
開

く
。朝

に
咲
き
、
夕
に

散
る
こ
の
花
と
一
弦

琴
の
幽
玄
な
饗
き
を

楽
し
む
鑑
賞
会
が
毎

年
開
催
さ
れ
て
い

る
。
又
、
「
神
戸
七

福
神
」
の
寿
老
人
が

祁
ら
れ
て
い
る
。

（
念
仏
寺
）

TEL(078)903-1.024

*漣’の徹騒勘詩満
ＴＥＬ(078)904-0551

織蕊

力
統
一
故
に
勢
力
誇
示
も

１
つ
の
作
戦
、
と
か
な
り

派
手
な
入
湯
団
体
だ
っ
た

そ
う
で
有
馬
が
復
活
す
る

の
も
当
然
。
な
に
し
ろ
、

善
福
寺
前
を
流
れ
て
い
た

川
を
土
木
工
事
で
移
し
て

道
に
し
た
ほ
ど
秀
吉
公
に

愛
さ
れ
た
有
馬
な
の
だ
。

こ
こ
で
は
、
千
利
休
と

秀
吉
と
の
確
執
の
折
羽
詰

ま
っ
た
中
で
の
天
正
娼
年

有
馬
大
改
修
記
念
の
大
茶

会
も
行
わ
れ
て
い
る
。
何

事
に
も
派
手
好
き
の
大
閤

が
、
利
久
に
鋳
造
さ
せ
た

と
い
う
「
阿
弥
陀
堂
釜
」

も
保
存
さ
れ
て
い
る
。

ｌ
す
っ
か
り
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
次

の
真
宗
大
谷
派
林
渓
寺

へ
。
「
準
み
の
梅
」
と
い

わ
れ
る
樹
令
加
年
の
老
梅

〃
未
開
紅
″
で
有
名
な
こ

の
寺
に
は
慶
安
４
年
（
１

131

iｆ

六噸馴罰弘一
ここアラブ宮ラブ三アー

が
つ
く
６
月
、
是
非
訪
れ

◎諾
て
ほ
し
い
。

噺
い
よ
い
よ
、
最
終
ポ
イ

動
ン
卜
、
黄
梁
宗
温
泉
寺
。

料捧
こ
こ
で
は
、
中
国
明
風
の

唖
精
神
料
理
を
い
た
だ
く
。

幅
万
福
寺
系
統
の
こ
の
普
茶

か
料
理
の
み
が
中
国
風
で
あ

面
る
と
の
こ
と
で
、
中
華
料

一
示琴

理
を
想
像
し
た
が
、
実
際

は
も
っ
と
上
品
で
不
思
議

TEL(078)904-0731

自然の恵みを
湯けむりに伝える

静寂さにつつまれた
くつろぎの宿
国際観光旅館

陵楓閣
” 政府遼録国際観光旅館

古象jﾘ１

テニスでいい汗
い喰湯にとっぷり
味に集う
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吟

一
一
☆
神
戸
の
集
い
か
ら

’
1３２
１

3 周年を記念して乾杯／

子
大
学
の
鯵
坂
学
長
、
宝
塚
北
リ
コ
ー
ナ
‐
ハ
ウ
ス
Ｄ
Ｏ
２
Ｆ
ん
、
在
本
邦
ド
イ
ツ
特
命
全
権
午
後
６
時
か
ら
新
神
戸
オ
リ
ェ

高
校
の
名
生
校
長
を
は
じ
め
、
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ
Ｏ
で
、
一
・
久
保
大
使
の
ヴ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
ハ
ー
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
・
真
珠
の
間
で

演
劇
部
の
生
徒
達
が
賑
や
か
に
幸
造
の
〃
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ス
さ
ん
が
挨
拶
。
他
に
兵
庫
県
行
な
わ
れ
た
。
・
ハ
ー
テ
ィ
ー
は

集
ま
っ
た
。
又
、
く
つ
わ
と
も
Ｇ
Ｅ
Ｓ
〃
」
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
剛
知
事
、
ド
イ
ツ
総
領
事
、
ド
副
会
長
関
空
童
さ
ん
の
開
宴
の

こ
さ
ん
の
歌
、
林
晶
彦
さ
ん
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。
同
イ
ッ
か
ら
関
係
者
の
方
禽
を
迎
こ
と
ば
で
始
ま
り
、
会
長
の
上

ピ
ア
ノ
が
加
わ
り
、
ア
，
‐
テ
イ
会
は
「
第
、
回
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
秋
の
え
て
ド
イ
ッ
ワ
イ
ン
で
種
朴
。
田
明
さ
ん
、
来
賓
で
神
戸
市
長

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
雰
囲
気
に
包
ま
芸
術
祭
」
、
「
第
９
回
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
絵
画
展
の
開
催
を
祝
っ
た
。
代
理
の
石
田
進
さ
ん
、
特
別
代

れ
た
。
ハ
ー
テ
イ
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
」

”
ｉ
ｉ
聯
驚
菅
閣
爵
表
の
有
瀧
武
さ
ん
の
挨
拶
と
銃

松尾忠雄さん

の
サ
ブ
イ
ベ
ン
ト
し
て
側
神
戸

市
民
文
化
振
興
財
団
の
賛
同
の

も
と
、
ラ
ジ
オ
関
西
音
楽
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
末
広
光
夫
さ
ん
の

協
力
で
開
催
さ
れ
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
ジ
ャ
ズ
の

名
菰
の
流
れ
る
な
か
、
久
保
さ

ん
の
描
い
た
ジ
ャ
ズ
メ
ン
の
絵

を
鑑
賞
し
つ
つ
、
久
保
さ
ん
を

囲
ん
で
、
な
ご
や
か
な
歓
談
の

会
と
な
っ
た
。

i繍議
流暢な日本語でスピーチ、ハースさん

い
た
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
記
念
事

業
と
し
て
阪
急
六
甲
駅
前
に
楠

を
植
樹
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
神

戸
市
よ
り
植
樹
の
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
た
他
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
・
ゴ
ル
フ
に
よ

る
寄
付
金
が
神
戸
市
に
送
ら
れ

た
。
会
は
会
長
エ
レ
ク
ト
黒
浮

一
晃
さ
ん
の
閉
宴
の
こ
と
ば
の

後
、
「
手
に
手
つ
な
い
で
」
の

全
員
合
唱
で
締
め
括
ら
れ
た
。

鍵騨
率

蕊￥

☆
↑甲

戸
の
集
い
か
ら

１
１
１
１
‐
Ｉ
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開場／１時半、開演／己時

会場／

《第５回／三味線音楽シリーズ》●解説と演奏

江戸の悪' 二華

前売場所. ' ' さんちかプレイガイド、神戸文化ホール、
神戸職域文化運当盟、神戸市立1 専物醒

入藤言米斗量込品ﾅ ｡
開場〆１時半、開演／己時入場料〆' 前売￥9 0 0 ､ 当日売￥1 . 皿0 ( ミユーシアムカード＝員

いす露れもf 専物

凸
133 や神戸市立博物館地階ホール

〒6 5 O 神戸市中央区京町２４垂( 0 7 8 ) 3 9 1 塁0 0 3 5

圭催■神戸市立博物館・神戸市教育委員会・邦楽
鑑賞兵庫県連絡会・神戸市民文化振興財団

後援囚神戸新聞社・サンテレビジョン・ラジオ関
西・神戸芸術文化会議・月刊神戸っ子

面官
各日

ただし、初日: 露演会( ま派料( 入館料￥２００のみ必要) 。
第色回～第Ｂ回のj 画し券￥５．５００。
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: 誤博物館邦崇ｻ面
第８．回

２
月
拓
日
（
土
）
一
、
新
浮
舟

識
一
議
謝
識

Ｕ地解
説
／
佐
野
漣
箕
一
、
千
代
の
蓋

中中掘菊菊
津

彰泉内水窪

紫紫崇公
紗清崩昭一

第７回

釧
月
調
椙
（
土
』
と
一
渥

須
慶
琴
一
、
住

解
説
／
小
池
義
人
一
鍔
の勢”の小
郷調江賀文

小
池
美
代
子

三
浦
徳
子

山
崎
八
重
子・他

第６回
例
月
池
唱
（
土
』
く
一
鐸
》
搾

大
永
楽
一
法
戸
風
諭

解
説
／
岡
泰
正

項大
和
三
千
世他

三
珠
線

一
、
う
た
ま
る
大
和
久
満

「
江
島
生
玲
他

第５回

汎

旭
月
塑
日
（
土
一
兆
一
、
お
経
杵
屋
勝
之
弥

忽
が一
摸
唄
三
味
線

解
説
／
佐
野
漣
箕
評
、
滞
吾
大
喪
杵
屋
勝
寿
治

杵
屋
寿
浩

第４回

旭
月
幅
日
（
土
）
暇
名
手
水
忠
臣
蔵
（
弾
き
語
り
）

ピ
号
わ
す
大
序
鶴
ヶ
岡

常
磐
津
二
段
目
桃
井
館

解
魂
／
常
磐
津
小
欣
司
三
味
線
常
磐
津
小
欣
司
・
継
男

第３回
犯
月
８
咽
（
土
』
う
報
鍵
娠
蓉
建
娠
猿
嘩
〈
段
目
）

義
太
夫
浄
瑠
璃
竹
本
綾
春

解
説
／
名
生
昭
雄
三
弗
線
豊
潔
雛
代

第２回
掴
月
１
日
（
土
）

こ
よ

も
と

清
元
「
色
漣
」
誕
生

一
喝
誌
人
請
元
延
柳

一
、
か
さ
ね
蒜
一
睡
》
維
稚
世

野
口
武
彦

解
説

第１回

Ⅲ
月
打
貝
土
）
罰
腕
嬢
末
・
現
代
の
世
紀
末
」

江
戸
学
講
演
〈
討
入
り
率
件
〉

ビ
デ
オ
上
映
を

ま
じ
え
て

野
ロ
武
彦

〈
神
戸
大
学
教
挨
）
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鰯住み、

rl

１
１３４
１

西神ニュータウン

０

己

●
健
康
で
文
化
的
、
人
間
的
な
ふ
れ
あ

い
の
あ
る
街
、
須
磨
パ
テ
ィ
オ

神
戸
西
地
域
の
中
で
も
開
発
が
早
く

か
ら
始
ま
り
、
入
居
も
ほ
ぼ
完
了
し
て

い
る
須
磨
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
中
心
地
が

地
下
鉄
名
谷
駅
前
の
須
磨
パ
テ
イ
オ
で

あ
る
。明

る
い
南
欧
風
の
建
物
、
毎
週
末
に

イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
る
中
庭
な
ど
の
開

放
的
な
雰
囲
気
が
安
全
性
と
快
適
性
を

印
象
づ
け
る
。
専
門
店
街
と
大
丸
、
ダ

イ
エ
ー
が
隣
接
し
、
駐
車
場
も
２
千
台

収
容
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
利
便
性

須
磨
パ
テ
ィ
オ
や
大
丸
須
磨
店
が
あ
る
名
谷
駅

前
の
広
場
。
い
た
る
と
こ
ろ
に
樹
木
が
植
え
ら

れ
て
お
り
、
緑
が
多
い
こ
と
が
特
長
に
な
っ
て

い
る
。
買
い
物
客
だ
け
で
な
く
、
散
歩
に
訪
れ

る
周
辺
住
民
も
多
い
。

働き、学び、憩う”まち

型
世
紀
の
計
画
人
口
を
踊
万
と
す
る

神
戸
の
西
地
域
。
開
発
当
初
は
、
Ｗ
年

の
市
営
地
下
鉄
の
開
通
（
新
長
田
１
名

谷
間
）
を
皮
切
り
に
須
磨
パ
テ
イ
オ
の

オ
ー
プ
ン
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神
戸

大
会
の
開
催
な
ど
で
注
目
を
集
め
た
。

最
近
で
は
、
昨
年
の
プ
レ
ン
テ
イ
や
先

月
の
西
神
そ
ご
う
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
話

題
は
集
中
す
る
ば
か
り
。
今
後
も
一
層

の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
こ
の
地
域
の
Ｓ

Ｃ
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
た
。

上

③
学
生
街
ら
し
い
街
づ
く
り
を
目
指
す

研
究
学
園
都
市

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神
戸
大
会
が
開

か
れ
た
と
き
に
、
選
手
村
と
し
て
使
わ

れ
た
の
が
学
園
都
市
で
あ
る
。

も
非
常
に
高
い
。
盆
や
正
月
、
ク
リ
ス

マ
ス
に
は
、
華
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
が
醗

大
に
行
わ
れ
、
周
辺
住
民
に
も
好
評
を

博
し
て
い
る
。

「
健
康
で
文
化
的
、
人
間
的
な
ふ
れ

あ
い
の
あ
る
街
」
を
目
指
し
て
き
た
パ

テ
ィ
オ
は
加
周
年
を
迎
え
、
地
元
の
人

た
ち
の
生
活
に
す
っ
か
り
溶
け
込
ん
で

い
る
。
ま
た
、
昨
年
は
大
丸
が
、
今
年

は
パ
テ
ィ
オ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
、
多
様
化
、
専
門
化
す
る
客
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
く
れ
そ
う
な
Ｓ
Ｃ
で
あ

る
。
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こ
の
街
の
中
心
に
位
置
す
る
キ
ャ
ン

パ
ス
ス
ク
ェ
ア
は
、
ア
メ
リ
カ
風
の
コ

ロ
ニ
ア
ル
・
ス
タ
イ
ル
の
Ｓ
Ｃ
だ
。
ダ

イ
エ
ー
や
約
卵
の
専
門
店
・
飲
食
店
、

そ
し
て
ユ
ニ
バ
ー
ド
Ｉ
ム
が
若
々
し
い

雰
囲
気
を
演
出
す
る
。
こ
こ
は
、
こ
れ

か
ら
も
増
加
す
る
学
生
数
や
住
民
数
に

対
応
す
る
た
め
に
、
規
模
を
さ
ら
に
大

き
く
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
学
生
や
大
学
の
職
員
と
地
元
の

人
た
ち
が
交
流
で
き
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
も
計
画
さ
れ
て
お

り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
ク
ェ
ア
が
本
当
の

意
味
で
の
中
心
地
と
な
る
日
も
近
い
。

そ
う
な
っ
た
と
き
、
学
園
都
市
は
街
全

体
で
ひ
と
つ
の
総
合
大
学
を
〃
形
成
″

す
る
こ
と
に
な
る
（
周
辺
の
４
大
学
は

い
ず
れ
も
単
科
大
学
で
あ
る
）
。

鍾
蕊

キ
ャ
ン
パ
ス
ス
ク
ェ
ア
と
隣
接
す
る
ユ
ニ
パ
ー

ド
ー
ム
。
こ
こ
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
る
。
学
生
の
利
用
も
多
い
が
、
「
一
般
の
人

た
ち
も
一
緒
に
楽
し
め
る
も
の
を
も
っ
と
や
っ

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
、
担
当
者
は
話
す
。

「
上
質
な
ゆ
と
り
と
快
適
な
生
活
ご

こ
ち
を
創
造
・
提
案
し
、
暮
ら
し
の
夢

を
広
げ
」
る
プ
レ
ン
テ
ィ
は
、
伽
の
専

門
店
と
ダ
イ
エ
ー
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
２
千
Ⅷ
台
収
容
の
駐
車
場

な
ど
様
々
な
機
能
を
持
ち
あ
わ
せ
て
お

り
、
西
神
一
三
－
タ
ウ
ン
の
中
心
地
に

ふ
さ
わ
し
い
Ｓ
Ｃ
だ
。

ま
た
、
加
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か

り
の
西
神
そ
ご
う
は
、
高
級
志
向
の
新

し
い
郊
外
百
貨
店
で
あ
る
。
１
階
の
食

料
品
フ
ロ
ア
に
は
約
如
店
舗
が
並
び
、

⑤

議鍵 識
鎮
鶴

騒
蕊

蜂
拶
擬
蕊

鮮
群
紗
．
灘
物
蹴
ｉ
・

Ｙ
Ｈ
畦
睦
瞬
騨
蹄
認
譲
鵡
畢

哩心i 蝉

§
…

》
詩
噸
鱗
挫
撰
細

蕊
識
鋳

唖写函

争

●
「
夢
市
場
」
の
ブ
レ
ン
テ
ィ
と

「
ハ
イ
・
カ
ジ
ュ
ア
ル
主
義
」
の

西
神
そ
ご
う

地
下
鉄
の
終
点
西
神
中
央
駅
を
出
る

と
、
正
面
に
西
神
そ
ご
う
、
左
手
に
中

央
広
場
、
プ
レ
ン
テ
ィ
が
広
が
る
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
Ｓ
Ｃ
は
、
い
ず
れ

も
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
多
く
住
む
団
塊
の

世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
。
「
豊

か
」
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
今
の
生
活

を
こ
れ
か
ら
い
か
に
演
出
し
て
く
れ
る

か
、
大
い
に
楽
し
み
で
あ
る
。

鶏
慰
懲
鍵
蕊
斡
鍵
鶴
需
脈

「
上
覧
の
衣
・
食
・
住
・
遊
・
知
を
提
供
す
る
Ｌ

プ
レ
ン
テ
ィ
は
、
単
な
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー

ン
だ
け
で
な
く
様
々
な
敷
設
を
備
え
て
い
る
。

写
真
は
、
中
央
広
場
に
あ
る
噴
水
。

ア
・
ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
時
計
」
。
こ
れ
は
、
民
族

衣
装
を
着
た
人
形
が
毎
時
報
と
と
も
に
現
れ
、

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
に
あ
わ
せ
て
踊
り
出
す
ア
ミ
ュ

マ
癖
串
》
》
》
》
》
》
唖
鮮
へ
一
》
蝋

な
か
で
も
「
パ
ン
ト
リ
ー
型
」
は
こ
だ

わ
り
の
あ
る
素
材
を
使
っ
た
商
品
が
人

気
を
集
め
て
い
る
。
２
，
３
階
の
紳
士

服
・
婦
人
服
・
子
供
服
の
フ
ロ
ア
に
は

従
来
の
郊
外
百
貨
店
に
は
な
か
っ
た
ブ

ラ
ン
ド
が
取
り
揃
え
ら
れ
て
い
た
り
、

５
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
街
に
は
高
級
店
も

多
い
。「

ハ
イ
・
カ
ジ
ュ
ア
ル
主
義
」
を
前
面

に
打
ち
出
し
た
西
神
そ
ご
う
も
プ
レ
ン

テ
イ
と
な
ら
ん
で
新
し
い
街
に
欠
か
せ

な
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
で
あ
る
。

跡
と
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
夷
鯛
罷
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疑
鍵
〉
箪
雫
；
診
窯
灘
灘
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